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純限界生産力説に？いて  

辻  唯  之  

ー・ほ．じ め ケこ  

実質賃金率ほ労働の限界生産みがこれを決定するというのがいわゆる限界生  

（1） 産力説である。しかし，このことがそのまま妥当するのほ巨視的に見ての場合  

である。企業力ミ労働の物的限界生産力，生産物価格，生産財価格，貨幣賃金率  

を考摩しつつ生産水準，従ってまた雇傭水準を決定したとしても，それで労働  

－・般の実質賃金率が決まるわけではない。あるいは，たかだかこの企業が生産  

する生産物価格把．比しての貨幣賃金率が決まるに過ぎない。勿論，かくして．決  

まったものを－・般物価水準で除すれほ，この企業で雇傭される労働の実質賃金  

率が決まるといえよう。しかし，その物価水準がそれなら何で決まるかという  

問題は不問に附されている。限界生産力説は元来微視的なのである。本稿では  

我々は，個別企業の，労働に対する需要の態度を説明する個別的限界生産力説を  

取り上げる。が，社会的限界生産力説が資本主義社会の雇傭決定理論の一部と  

して有効需要の理論とともに極めて軍要な概念であることは，『一・般理論』に・も  

t2） 見られるとおりである。しかしそれは，まさ紅各企業の行動の集積としてある  
のであって，個別企業の行動原理を抜きに．してこれを論じることほできない。  

そういう意味からも個別的な限界生産力説を考察することほ決して無駄ではな  

い筈である。  

ニ 純限界生産力説の概念とその導出  

限界生産力の概念については諸説ある。我々はその中から純限界生産力説を  

（1）t：．の説の代表的なものは，J。R．Hicks；TheTheoryofWages，1963．特に．chapter，  

1を参照。  

（2）Ⅸeynesが功ア紅対応するZⅣ（総供給函数）を限界生産力説から導き出したその   

手法紅ついては，置塩信雄＝魔供給函数について」（『経済学研究』神戸大学年報4）に詳   

細な数学的証明がある。   
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しさ1 取り上シヂる。その理由ほ第1四節ゼ述べる。労働の純限界生産力とほ，労働を－ 

単位追加して得られる追加収益から賃金以外の費用を差引いたものである。だ  

からそれほ厳密隕は純価値限界生産力である。この概念を導き出すにあたって  

我々ほ次の三つの仮定を置く。  

i）競争は完全である。各企業ほ，生産物，生産財を問わず，そめ供給屋，  

需要恩を変えることによって一市場価格に何ら夢替を与えることができない0す  

なわち，各企業ほあらかじめ市場で成立レている第イ生産物価格P£，欝ブ生産財  

価格タブ，貨幣金率紺を与件として利潤を極大ならしめるつく生産計画を組む。  

ii）生産技術は固定してこい畠。こ甲ことは，第イ生産物を生産する企業ほ雇傭巌  

〃乞に対応して砺（批）だけの生産物を生産■するが，その際，労働を－・単位投下すれ  

ばをれ濫ともなって各種生産財を（あ，毎…あ）だけ投入しなければならない  

ということである。但し，生産財の種類ほJ種あるとする。我々ほ労働及び生  
／ 

産財間の代替を排除した生産函数を考えているのである。  

iii）生産設備ほ－・定である。この仮定甲意味するところほ，－・定の生産設  

備と結合せしめられる労働晶がある水準を越えると生産物ほ．逓減的にしか産出  

できないという周知の「収穫逓減の方則」が働き，この方則が働かないと「知  

潤極大原理」が満たされないということセある。すなわち，各企業の生産水準  

ガ乞ほ，．鶴′′（〝名）く0を満たす雇傭水準物に・対応したものでなければならない。  

以上の≡三っの仮定のもとでは，第古生産物を生産する企業は雇傭水準をどこ  

に決めるだろうか。動，か，紺が所与で，勒だけ雇傭した時得られる利潤は  

Z  

か鶴（批）－∑烏，J〝窟♪．クー紺〝慮  
グ＝1   

である。利潤を極大ならしめる雇傭水準は  

ぁ頻′（勒）＝∑ゐ′♪ノ＋紺   

または， 紗＝か勃′（乃豆）・一gゑ′♪．プ  

（1）  

（3）諸説の展望は，G．J．，Stigler；ProductionandDistributionheoriesが詳しい。   

純限界生産力説を取る代表的な学者にほ，Mar■sball．Pigo11，Keynesがある。   
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で決まる机である。但し，方i′ほ限界・生産物。（2）′の右辺ほ労働－－・単位追加して得  

られる企業収益動灯（拘）から賃金以外の追加費用∑ゐタカタを差引いたもので，そ  

れはまさにほじめに定義した労働の純価値限界生産物に他ならない。そうし  

て，この紙価値限界生産物と貨幣贋金率打とを等しくならしめる雇傭鼻が利潤  

の極大を保証するのである。   

ところで，純限界生産力説において利潤極大の雇傭水準ほここのように（2）で示  

されるが，その際，その雇傭水準での平均生産力‰／物が限界生産力・翫′を上回  

る水準でなけれほ正の利潤ほ得られないことに注意すべきである。すなわち，  

当該■企業の利潤を璃とすると，勘は与  

批♪宜（芸‡－・れ′（轡））  

＝・碩－（∑烏プ〝乞βけ紗〝£）  

であり，粧ニ＞0，か＞0であるから正の利潤が存在するためにほ  

塑＞・．翫′（〝虞）  
〝乞  

（3）  

でなければならない。このことの経済的な意味ほ次のとおりである。周知のよう  

に限界生産力ほはじめ平均生産力を上回らてより急激に∴増加はする声；，「収穫  

過限のカ則」が働きだすと平均牲魔力の最大点をよぎって漸次低下し続ける。し  

たがって－平均生産力が限界生産力を上回る範囲でのみ生産が行われるというこ  

とほ，生産設備が最大生産能力を越えた過度稼動の状態に・あるということにイ也  

ならない。だから純由界生産力説軋従えば，各企業は生産設備を過度に稼動して  

生産するか，あるいは全然生産しないかの二者択一・になる。もちろん，理論のか  

かる性質に対して，遊休設備をかかえたままで生産を行うのが現実であるから，  
（4）  

限界生産力説は．企業の労働需要の態度を説明するのに適当ではないと批判され  

（4）限界生産力説のかかる欠点を批判 

MarginalAnalysisforWage・E壷loymeilt Problems”（AmericanEconomicRev－  
ieァ，Ma叫1946J）＿が挙る。そ■こJで，塀界生産力箪牢・彗すて，・企業の億皮を説明しょ 

うとするぁが，いわゆるmaI・k－up方式である。我々の記号でそれを示せば，  

（1卜り匝明（ガ名）＋∑烏J♪J乃¢（ズー‘）〉  
為＝   

ガ名  
である。γ；企業家の要求利潤率。   
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ようが，我々ほさしあたり（2）を満たす動，動，紗が存在すると仮定し，且つ（2）  

で決まるところの雇傭水準に対応する産出物を吸収し尽すだけの有効需要が  

あると仮定し，そのような仮定が満たされたとき，利潤の極大を目指す企業が  

労働需要に対してどういう態度を取るかを説明する一健論として純限界生産力  

説を取り上げているのである。なおまたかかる批判は後に見るようにこの理論  

を拡充した場合にほ必ずしもあてはまらない。  

三 組限界生産力説の拡充  

前節で純限界生産力説に．もとづく企業の雇傭決定態度について述べた。その  

際，各企業の供給する生産物価格動，この生産物を生産するために・需要する生  

産物価格動，及び貨幣賃金率紺は所与，すなわち各企業は完全競争的であると  

仮定した。これら諸仮定をはずせば純限界生産力説ほどうなるか，同じく第去 

生産物を生産する企業についてこれを論じよう。  

i）生産物市場で競争が不完全である場合。その意味ほ，当該企業ほ．生産物  

価格動に影響を与えずして生産物を市場に・供給できず，供給盈をふやすにつれ  

て如ほ多かれ少かれ必ず低落するということである。いうところの不完全競争  
（5）  

理論はこの場合紅他ならない。以上のことから，  

（5）  動＝動（御）   少名′く0・  

勒だけ雇臆したとき得られる利潤ほ，   

石  
動（．勘）．勘（〝も）－・∑如勒わー・抑〝豆  

ブ＝1   

（6）  

である。利潤を極大ならしめるべく生産計画を組めば，その雇傭水準は，  

か（．勘）．‰′（犯i）り＋β動（．‰）／見方乞）＝∑烏7♪㌢十紺  （7）  

で決まる乃£である。但し，扇動（．勘）／属領は第わ生産物の需要の弾力性。かくして  

生産物市場で競争が不完全である場合に・は貨幣賃金率は労働の純価値限界生産  

力を下回ることになる。逆に言えば，（2）と同じ雇傭水準紅対応する貨幣賃金率  

（5）供給独占紅関する代表的文献は，，．R… Robinson；The EconomicsofImperfect   

Competition，1933。   
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ほ（2）で決まる賃金率よりか需要の弾力性を考慮しただけ低い，ということであ  

る。生産物市場で競争が不完全である場合紅ほ，さらに・もう一つの重要な経済  

的帰結がある。すなわち，（7）で決まる雇傭塁ほ，完全競争の場合と異なって，必  

ずしも平均生産力が限界生産力を上回る水準でなければならないというとはな  

い。（3）と同じように，  

勘′叫塑一  
犯£  

＝〔（∑緑．け紗）〝官－か（めガ宜〈1－I草加（．勘）／助£）】／  

り＋丘伽（．勘）／且わ勒勿（∬£）  （9）  

上式に‥おいて少名（毎晩＞（g点か十紺）勒であっても，r（1＋β蛮（・勘）／βね）が十分小  

さければ，上式は正。かくして，第査生産物に・対する需要が非弾力的であれば  

あるはど，遊休設備をかかえ込んだ企業がそのままで生産する可能性がでてく  

るのである。純限界生産力説をこのように拡張すれば，この説ほ過少稼動状態  

で生産する企業が現実的であり－・般的であるその現実をよく説明する理論たり  

得るのである。  

ii）生産財市場で競争が不完全である場合。当該企業が購入する生産財の崖 

に．応じて諸生産財価格が変化する場合である。我々ほ，生産財を生産している  

諸企業ほ最適生産能力を越えた，限界費用がふえつつある水準で生産している  

と考えているから，舞わ生魔物を生産する企業の生産拡張は当然生産費の上昇  

なくしては行いえないこと紅なる。すなわち，  

タブ＝タブ（．芳名う，Pノ＞0  加）  

さて，これまでの方式にしたがって，生産水準・芳此対応する利潤獲得額を示す  

と，  

創動（瘍）－・ゑブ物♪タ（∬g）・－紺物  価  

である（但し，労働を・－・単位投下した際に必要な生産財は．グ生産財だけとして  

議論を簡単化している）。利潤極大の雇傭水準は，  

擁′（〝£）芋紬（・郁1＋㈲（・勘）／蝕｝誓〕寸・紺  
（12）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



422  策40巻 滞5登   －5β・－  

で決まる材である。ここで旦か（．扇）／忍敬ほ生産財需要の変化率に比しての生産財  

価格の変化率である。これをかりに．生産財需要の弾力性とすれば，それは，1）生  

産財を生産する企業の生産技術的条件すなわち限界費用の上昇の程度，2）たと  

えば当該企業が，欝．タ生産財を生産する諸企業の中の特定の企業に需要を発注す  

るのと，多数の企業に需要が等しく分布するのとでほ生産財価格の上昇程度ほ  

異なることからわかるように．，穿＝生産物を生産する企業と第ブ生産財を生産  

する企業との経済朗支配被支配の関係，この二つに・依存している。ところ／で，（12）  

の経済的な意味ほ，完全競争の場合と由じ生産水準から得られる利潤ほその場  

合より少ないということ，その程度は生産財籠要の弾力性のみならず，（12）の  

右辺第二項均．ガ宜ソ方£からもわかるように・当該企業の生産技術の条件に・も左右さ  

れること，換言すれば，貨幣賃金率は生産財需要の弾力性とこの企業の技術条件  

と軋応じて－労働の純限界生産力を下回るということ，である。   

（6）  

iii）労働市場で競争がネ完全である場合。我々は、各企業は現行の貨幣焦金  

率でならいくらでも労働を雇傭できると仮定してきた。この仮定が現実紅合わ  

ぬのほ言うまでもない。雇傭がある水準物0を越え．ると，企業ほ賃金を上昇させ  

ることなくして追加労働を獲得できず，且つ労働の不可動的であることを考え  

れば，、賃金を加速度的に上昇させるのでなけれは追加労働が得られないのが現  

実である。すなわち，  

紺＝ノて物），ノ′．＞0，ノ′′＞0 （但し，物≧物0）  （1功  

ノー（乃豆）の函数形ほ当該企業の，労働を需要するにあたっての諸条件，たとえば  

その地理的位置とか新た紅労働者を誘引するための宣伝費が少ぐですむとか，  

に．依存している。かくして，労働に・対する需要が独占的である場合の利潤は，  

勿．‰（物）－・ヱ‘点ブ♪ブ物・－．／■（物）物  

であり，ここでの利潤極大条件ほ，  

11心   

（6）労働に関する需要独占の議論は，K W‖ Rothchild：The Theory of Wages 
hapteI8・（1954）を参照。   
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如¢′（勒）＝∑々か＋・（．／′（物）勒十紗〉  （15）  

である。．／ど（物）批の意味するところは，労働を扁単位雇傭した時の貨幣賃金率あ  

増加楓／′（乃g）＝ゐ／血£を既に雇僻しでしてい畠労働者すべて紅支払わねばなら  
（7）  

ず，その総儲げ％が限界費用の一部紅組入れられるということであるon5）を図示  

すると第1図になる。dd′ほ限界生産力曲線  

である。ぶぶ′ほ労働の供給曲線で，雇傭盈が  

勅に．なるまでは弾力性が無限大，その後，  

右上りとなる。限界費用曲線研C官はこのぶ5′  

に∑緑プ（木変）と′擁（可変）とを加えた  

ものである。需要独占の場合の雇傭巌は〟′  叫∴里  

と榔£との交点勘に．決まる。   

以上，我々ほ純限界生産力説を三つの場合紅拡充してそれぞれを考察してき  

たのであるが，壌後に・こ患  

を図示すると欝2図のよう  

に．なる。〟′は限界収入曲線  

を，ぶ5′は労働を－∵単位追加  

した時の費用め＋ヱ々タカタを示  

す。第夏生産物を生産する企、‾  

業が紺，か，♪タを与件として  

生産計画を細むに．あたって，  

利潤の極大を保証する雇傭   

叶′－‘■■ 7り’ 差‘■  

（e＝勒／E方Jゝ£’＝点巧／五万i）  

尉は舶′とぶ5′との交点物である。まず，生産物市場で競争が不完全であれぼ，  

粛′ほd′′d′′′へ．と移行し，均衡雇傭水準ほ搾£pと減少する。次に生産物市場も生  

産財市場も競争が不完全だと，5ぶ′畔上ガに・移行してj′′5′′′，均衡雇傭水準ほさら 

（7）企業家が労働者（たとえば東内労働者）と個別的に賃金契約を結ぷ場合にほ∴／柁≠を   

限界費用鱒二部革紐こ窄み拘る必要時なし1。その時の限界費用ほ，、＝，ノ：（勒）・匡単笹∑々兢澄   
加えただけのものになる。またぴを上昇させて新規労働者を誘因しようとしても，他の  
企業革に・して 
’どいう「利潤極大条件」も満たされない場合がある。前者が「差別需要曲線」，後者が  
‘・Collusion between employers”である。Rothchild．Op．Cit・・p・97～98‖p・100   
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把減少して〝名rとなり，最後紅労働市場も需要独占的であれば，限界費用曲  

線ほ5′′ざ′′′紅′ねを加え．ただけ一層上方に．移行して均衡生産水準に対応する雇傭  

恩は穐牝まで減少する。均衡点Cに．おける乃′iは  

動（．芳名）．方′宜（搾）〈1＋・β夕宜（．勘）／点れ〉＝烏J♪ブ（．翫）〔1十〈β少グ（．勘）／助£〉  

〕＋  ㈹  

できまる〝‘であり，均衡点Dに・おけ■る扉聴  

創動′（〃慮）〈1＋β動（∬感）／且わ＝々ブ♪プ（・勒）〔ト＋〈旦夕J（∬‘）／且好感〉  

型壁〕＋げ（〃宜）物＋紺〉  
∫l  

椚）   

で決まる勒である。  

四 純限界生産力説の問題点  

我々ほ企業家の労働需要に対する態度を示すものとして純限界生産力説を論  

じ，各企業が完全競争町であることから進んで，生産物市場，生産財市場及び  

労働市場が完全競争的でない場合に・は，この説がどう拡充されるかを説明して 

きた。がしかし，我々ほ，そこでも，1）労働ほすべて同質，2）労働の投入盈と  

各種生産財の投入患との相対比率は固定的，3）要因費用は貸金のみ，であると  

仮定し続けてきた。これらの仮定のうち，（3）をゆるめれば，本稿での純限界生  

（7） 産力説がどうなるかをまず概説する。   
要因費用が賃金だけであるという仮定が現実的でないことは言うまでもない  

が，それだけではない。一億の生産設備を稼動せしめるのに・労働を投入し各種  

生産財を投入するその賃金部分紺物，原材料部分g々グ如邦吉ほ，いわばそれぞれ  

可変資本，不変資本に該当するものである。紺物，∑々凄グ〝£ほ，限界生産力説が  

措定しているような，単純に．物理的なものでほない。生産過程で結合しつつ利  

潤を生みだすところの資本である。我々が限界生産力説よりはむしろ純限界生  

産力説を採用したのは、そうでなければ上述の意味を見失うからに他ならない。  

（8）（1），（2）の仮定をゆるめると鈍限界生産力説がどうなるかの議論ほ，置塩信雄，前掲番   
258～260貴。   
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さて，純粋企業家を想定しよう。彼は（紗物十gゐプ物♪プ）の投下資本額について  

（8） はあらかじめ利子率γを生産計画に組み入れなければならない。さらに－・定の  
生産設備すなわち既存の固定資本の扱耗分も，この生産設備を購入した時期紅  

まで遡り，その時の利子率を考慮に入れて償却しなければならないであろう。  

その額めが何らかの方法で算定されたとすれば，物だけの雇傭を行ったときに  

彼の得る利潤は，  

勿職（〝i）・－（1十㌢・）（∑ゐ才物♪プ＋紗乃£）・－碗  

である。利潤極大条件は  

創動（勒）＝（1十γ）（g々′♪一「十紗）  

ぁるいほか逐整中 1＋r  一g紬  

となる。したがって，（19）′からもわかるように・，貨幣賃金率ほ追加収益を利子  

率で割引いただけ労働の絶限界生産力を下回ることに・なる。物的限界生産物の  

実質賃金率からの乗離を「搾取」と呼んだA．c．pigou，J．V．Robinsonに．なら  

ってこれをしも「搾取」と言えば言えるだろう。   

以上のように．して我々ほ，純限界生産力説の問題点を一つ明らかた．したので  

あるが，次に．，企業家が労働の純限界生産力にもとづいて決定する雇鹿畠が  

果して確定的か香かという問題，換言すれば，タゎぁ，紺を与件として彼が利  

潤を極大ならしめるように需要した雇傭蟄が均衡雇傭曳かどうかという問題が  

残る。問題点は次の三つに絞られるであろう。  

i）生産設備－・定という短期の仮定は，その生産設備を配置換えしたり再組  

織したりすることを否定するものではない。円滑な限界生産力曲線ほ，各雇傭  

盈と最適の結合をもたらすように生産設備を組長変えた時の限界生産力の軌跡  

なのである。しかし，新たに生産設備を設ける場合からも判断できるように．，こ  

れを稼動する労働鼠は．あらかじめ予想して生産計画を立てるのが普通であり，  

加えてそれが尤大に・なればなるはど，精密化すればするはど，その改変ほ容易  

でほない。かかる場合に・は限界生産力ほ，極端紅言えば完全操業の水準までは  

（9）本稿では′を与件として議論している。これをモデルに内生化することほ，我々にと   

って今後の重要な課題である。   
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雇傭屋の変化に関係なく変らず，その水準を越えれは急激に低下サーるであろう。  

そうして限界生産力は完全操業度において断裂が生じるであろう。そこでの賃  

金率は不確定である。  

ii） 均衡に．おいては労働ほその純限界生産力に等しい実質賃金率をえるで  

あろうというのが純限界生産力説である。すなわち紺／♪も＝ノ（ガ乞′）。しかしながら  

他方，労働の純限界生産力は労働者の生活水準に．も依存し，その生活水準はお  

ぉむね実質賃金率の函数でも。すなわち，．勘′＝g（抑／少乞一）。実質賃金率と純  

限界生産力とのかかる相互依存関係ほ，いわゆる「高賃金の経済」という概念  

を生む。いわく，ある水準の雇傭馨とある高さの実質賃金率とが労働市場での  

均衡をもたらしているとせよ。何らかの事情で実質賃金率が引上げられたら失  

業がでるで参ろう。低まった雇傭水準と高まった実質賃金率とほり競争が働く  

限りもとの水準にもどるであろう。しかし，不均衡も時の経過をまてば不均衡  

ではなくなるかもしれない。高まった実質賃金率が労働ゐ限界生産力を高め，  

企業の限界収入曲線を右に移行させることによって，ほじめの雇傭水準にあと  

の実質賃金率が均衡するかもしれないからである。「高賃金ゐ経済」では雇傭  
〈10）  

鼠は一一・義的でなくなる。  

iii）連続的な限界生産曲線ほ．勒が無限に．分割可能であるという条件から導  

き出されたものセある。しかし，生きた人間をかく分割するととほ実際上不可  

（1功 労働者の生活水準を規定する要因は，実質賃金率，労働強度，労働時間，労働環境，   
家族構成等々であり，実質賃金率はその－・つ紅過ぎない（J・クチγスキ・－『絶対的窮乏   
化理論』新川士郎訳）。しかしながら，英資賃金率の上昇が他の諸要因の改善をともなっ   

たことは歴史的事実である。おおむねとほそういう意味紅他ならない。  
（川 r高賃金の経済」を図示すれば右の如   

くなる。（7d′は発言生産物を生産する企菓  

冨票裟濫警莞ヲ㌔芝警言 ∑如w・  
一定である限り，蒜が紺′に・上昇すれば，∑如こ十万   

企業家は雇傭盈を形名0に縮少するであろ   

う。他方，高まった賃金率ほdd′をd′′♂′′′   

へと上方紅移行させ，紺′のもとで〝Jの   

雇傭水準がふたたび実現するかもしれ   

ない。  

ヽ（r  

J－J・エー：・   
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能である。かくして，限界概念に．よる経済分析にほ必ず批判されるものである  

が，限界生産力曲線は不連続となり，貨幣賃金率ほ，  

如官′（紹＊宜）州∑烏グ♪逼紺＞弟′（疏＋J殉）・－・ヱゑ一夕カブ  佗α  

の範囲で不確定となる。但し，形＊gほ．雇傭可能な労働単位数，ん榛，れ以上雇  

僻する際に最小限，労働を幾単位かまとめて雇傭しなければならないその「か  

たまり」である。  

瓦 個別的限界生産力説と社会的限界生産力説  

限界生産力説は，企業家の労働に対する需要の態度を説明するものとして，  

理論的に微視的であると述べた。しかし，限界生産力説が労働－■厳に倒する需  

要理論として巨視的に／取り扱われていることほ周知のことである。そこで我々  

は，今まで論じてきた純限界生産力説の立場から，その鵬・例として－・産業に属  

する企業の労働需要函数をほいか把して産業のそれへと統合できるかという問  

題を概観しよう。   

第オ生産物を生産する第5産業の労働需要函数は次のように・して導き出すこ  

とができる。第ぷ産業の企業ほfあり， 

潤を（ね，打電。， ・‥…方加），限界生産物を（ぬ′，∬名′2，…視′），その他の条件は  

第一・節の場合と同じ′であるとすれば，  

汀£1＝み粕（勒1）一－g点メ勒1か一紺物1  

和戸勿鋤（〝弱）・－gゑプ侮．ガ′一紺触   

r  

であり，産業全体としての利潤n＝∑方オブは，  
ブ＝1  

飢  

√ t r  

♪官ヱ’．勘プ（勒グ）・一夕．Jg点クエ〝り一打g物ブ  
タニ1 プ＝1 ブ＝1   

となり，利潤極大条件は，但2庵g勒プで微分して得られる  

少∑∬′ゎ（和名プ）＝ヱ如クグ＋紺  

である。かくして－鍬癌業の労働需要函数βgは   

（ごご）  

3萄監   
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別）   

となるのである。但し，¢iニ紗／且。しかしながら（24）を導出するためにほ，次の  

二つの重要な前提を設けなければならない。  

i）労働ほ同質であること。そうでなければヱ勒タは求められず，位2）をg晰で  

微分できなくなる。したがって，当然悶を求められない。  

ii）各企業の生産設備，生産技術は同一・であること。そうでなければならな  

い理由ほ次のとおりである。   

欝∠生産物紅対する消費者の噂好が変化して動が下落するか，労働組合の  

圧力で紺が上昇するか，需要増大のため生産財価格タブが騰員するか，少くとも  

そのうちの一つが生じたら，伽）に・より，いくつかの企業ほそうしても利潤がえ  

られる限りでは，雇傭鼠を削減するであろう。しかしながら，利潤ほ平均生産  

力が限界生産力を上回る生産水準でなければえられないから，企業によってほ  

その水準を下回り，まったく生産を停止しなければならない状態に．陥る。これ  

は純限界生産力説からの当然の結論である。   

かくして，労働に．対する欝ぶ産業の需要は，上記三つのいずれかが変化し続  

けて行けば，断続的紅急激に・減少して，労働需要函数錮ほ，当該産業の企業数  

紅対応してその数だけ鋭く不連続となって労働需要に対する有効な分析手段で  

ほなくなってしまう。換言すれほ，別腰i）に加えて－・産業一・企業の如くにか，  

あるいほ産業内の企業は同一・生産設備，同・－・技術である如くにか，考えてはじ  

めて一等出しうるものなのである。  

六 む  す  び  

そのよって立つ仮定が満たされるなら，限界生産力説ほ労働に．対サーる需要理  

論として精撤であるが，しかしそれほ，供給の側の分析が欠如しているという  

批判がなされてきた。本稿でも我々は，限界生産力説を労働需要の理論に／限定  

して分析した。それなら，限界生産力説から導き出される労働の需要函数を補  

うに労働の供給函数をもってすれば，両者相倹ってよく実質賃金率の決定理論  

たりうるか。もちろん，否である。なぜなら，そう言いうるために・ほ5わの方   
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則を前提としなけれはならないからである。あるいほ，同じことだが，労働市  

場でほ，いつでも非自発的失業のない「完全雇傭」を認めなければならないか  

らである。言うまでもなノく，5お．γの方則は誤まりであり，「完全雇徹」ほ例外  

的でしかない。労働の供給函数が欠如しているという批判は的はずれである。   

ところで，限界生産力説ほ．，企業家の労働に．対する需要の態度だけを説明する   

ものではない。労働の限界生産力の実質賃金率に．等しい雇傭畳が利潤の極大を  

保証する雇傭屋であると言うとき，それほ，その雇傭嵐に蘭応する生産畳を生  

産する企業家の供給態度をもあわせて記述しているのである。だから；労働の  

需要函数に欠如して1いるものは，生産物に対する需要函数である。生産物に・対  

（一丁） する需要函数と供給函数とが実質賃金率を決定する。換言すれば，ある有効需  
要の水準に．対応して生産物の供給畳が決定され，その供給量を生産するため笹 

必要な雇傭嵐が決まり，その雇傭盈が実費賃金率を決めるのである。微視的に 

も巨視的にもかかる推論ほ妥当する。かくして，我々の今後の課題は，本稿で  

分析した純限界生産力説一労働の需要函数をもとにして，実質賃金率と雇傭の  

決定機構を究明すること紅あるといえよう。  

は2）実質資金率決定の場を労働市場から商品市場に移したのはEeyェesである。J．M．   
Keynes：GeneralTheory，Chapterl。置塩信雄，『資本制経済の基礎理論』欝四章，  

『蓄積論』算－・章欝四節乾このこと紅ついての概説がある。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




